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辞
　
安
西
敏
三
先
生
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
を
も
っ
て
、
定
年
に
よ
り
甲
南
大
学
を
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
一
九
四
八
年
十
一
月
十
二
日
に
愛
知
県
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
七
二
年
三
月
に
学
習
院
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
に
進
ま
れ
、
一
九
八
二
年
四
月
に
本
学
部
助
教
授
に
着
任
さ
れ
、
一
九
八
六
年
四
月
か
ら
教
授
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
部
着
任
以
来
三
五
年
間
に
わ
た
り
、
日
本
政
治
思
想
史
の
研
究
・
教
育
に
研
鑽
を
つ
ま
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
は
甲
南
学
園
よ
り
永
年
勤
続
表
彰
（
二
〇
年
表
彰
）
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
安
西
先
生
は
、
本
学
に
お
い
て
は
ご
専
門
の
「
日
本
政
治
思
想
史
」
の
講
義
・
演
習
の
ほ
か
、
法
学
部
新
入
生
の
た
め
の
「
政
治
学
入
門
」、
全
学
を
対
象
と
す
る
特
設
科
目
の
「
甲
南
大
学
と
平
生
釟
三
郎
」
等
も
担
当
さ
れ
、
法
学
部
の
み
な
ら
ず
、
全
学
的
な
教
育
の
実
践
に
貢
献
さ
れ
、
多
く
の
有
為
な
青
年
を
社
会
に
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　
先
生
は
、
法
学
部
に
あ
っ
て
は
、
法
学
科
主
任
（
改
組
前
：
二
〇
〇
〇
年
お
よ
び
〇
三
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
）
お
よ
び
法
学
部
長
（
〇
一
年
か
ら
一
年
間
）
を
、
全
学
的
に
は
、
広
域
副
専
攻
セ
ン
タ
ー
所
長
（
〇
〇
年
度
）
や
総
合
研
究
所
所
長
（
〇
二
年
か
ら
四
年
間
お
よ
び
〇
八
年
か
ら
二
年
間
）
を
、
ま
た
、
そ
の
他
多
く
の
学
内
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
法
学
部
お
よ
び
大
学
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
　
安
西
先
生
の
研
究
は
、
単
著
と
し
て
『
福
沢
諭
吉
と
西
欧
思
想
─
自
然
法
・
功
利
主
義
・
進
化
論
─
』（
一
九
九
五
年
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
お
よ
び
『
福
澤
諭
吉
と
自
由
主
義
─
個
人
・
自
治
・
国
体
─
』（
二
〇
〇
七
年
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
書
名
か
ら
推
察
さ
れ
る
と
お
り
、
先
生
は
、
福
沢
諭
吉
に
焦
点
を
あ
て
て
、
西
欧
政
治
思
想
と
日
本
の
そ
れ
と
の
交
 （甲南法学’ １７）５７─３・４
錯
に
お
け
る
政
治
思
想
史
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　
先
生
の
研
究
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ミ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
、
ギ
ゾ
ー
や
ト
ク
ヴ
ィ
ル
等
の
著
作
（
福
沢
の
手
沢
本
）
へ
の
福
沢
自
身
の
書
き
込
み
や
不
審
紙
の
貼
付
箇
所
に
着
目
し
て
、
福
沢
の
思
想
形
成
を
丹
念
に
探
求
さ
れ
た
そ
の
手
法
に
あ
る
と
い
え
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
研
究
は
、「
福
沢
の
思
想
形
成
の
現
場
を
再
現
」
し
よ
う
と
し
て
「
新
た
な
比
較
思
想
史
の
次
元
を
開
い
た
」（
坂
本
多
加
雄
『
図
書
新
聞
』
二
二
五
〇
号
）
も
の
で
あ
り
、「
日
本
に
限
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
『
近
代
』
を
思
索
す
る
」
う
え
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
貴
重
な
研
究
（
李
暁
東
『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
三
五
号
）
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
現
在
も
続
行
中
の
『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
の
刊
行
に
お
け
る
安
西
先
生
の
多
大
な
貢
献
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
　
こ
の
た
び
、
甲
南
大
学
法
学
会
は
、
安
西
先
生
の
多
年
に
わ
た
る
学
内
外
の
功
績
と
学
問
研
究
に
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
、『
甲
南
法
学
』
の
本
号
を
記
念
号
と
し
て
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
生
が
、
今
後
と
も
、
ご
健
康
を
維
持
さ
れ
、
諸
分
野
で
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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